
【資料集】大崎人幡宮の松焚祭と裸参り

戸 より納むる松飾をドンドン焚 き火炎は天に沖し恰 も白書の如 く其壮観は年に一度の見物なりき斯 く

て宵よりの人出は鶏鳴を告ぐる頃に至りて散ずると共に今年の松焚祭は終りを告げたり

◆資料121

明治四十三年 (1910)一月十六日「河北新報」(三 )

●壮観なる松焚祭 △丈餘の火柱天に沖し △人幡社境内は人の波
チリンチリンといふ□しい鈴の音、歩みを止めて□ロヘると、白襦衣に白股引の若者が七名、軽快な

装でハイヨーと園を作って、雪崩せんばかりの人の雑岡を分けて走る、此の寒詣での一隊が通り過ぎ

ると往茶はまた敷知れぬ下駄の音、締 りないさんざめきの啓で充たされる、行く人の松と来る人の肩

とが叩き合って、流石に廣い大通りも人の畝を作った、 (略)是非なく鳥居の左側に立つて居ると前

の人後ろの人の間に挟まれ歩むとはなしに、身は押されて何時の間にか石壇の上の馬場に持つて行か

れた、忽ち左に火の柱が立つて何丈といふ上まで高く燃え上る、焔の唸りは凄まじく松の木立の間に

響 く、近よれば早や幾百の人の詣でし後と見えて、火柱の音は高く山を成して五六間の間に跨がって

居る、而も猶ほ詣づる人の限りなく左右前後から門松が投じ込まれる、半ば枯れた松竹はパチパチと

音を立て 焔ゝと共に空に沖する、上った焔は空を妹して、火花は杉並木の上に美はしく散ずる、其壮

観や賞に言語に絶する程、百人百色の老幼男女は十重二十重に火を囲続して拝んで居た徐に歩を社前

に進めると、忽ち拍子木の音、鐘の響き、三味線の音などが、交々耳に波を打たせる、一寸二餞見世

物が三つ四つ並んで居た、不具娘の藝営、地獄極楽、鼠の藝、それから女軽業であった何れも大入り

で、看板先には敷知れぬ人が黒山をなして、懐勘定をして居る、 (略)夜の更けるに従って人出が増

して束る、藝者の一隊が束る、役者の一隊が茶る、火は漸く下火になったが、猶ほ火を囲む人が減ら

ない、松焚の廣場は益廣く、灰は人尺以上も高く積った、社内に集まる人、焚火の傍に立つ人、祭壇

に進む人等、行きも切れず、斯くして東雲の白むまで人幡社境内は終夜人の波を打って居た

◆資料122
明治四十四年 (1911)一月十四日「河北新報」(五 )

0大崎八幡の松焚祭 今十四日は例年の通 り人幡町の大崎人幡の例祭なるが恒例の儀式ありて炎焔天
に沖し其壮観他に見るを得ざるべし参詣者は翌十五日朝に至るも絶えざるは例に依つて例の如くなる

べし其他市内の各醸造家の薄衣詣りなどもあるべ く今夜の人幡町は非常の雑踏を告ぐる事なるべし

◆資料123
明治四十四年 (1911)一月十六日「河北新報」(五 )

0-昨夜の松焚祭 △近年珍らしき良夜 △押な押なの大群集
例年の一月十四日夜は市内各戸の戸の松飾 りを徹して之れを人幡町の同社へ納め又北四番丁の松尾神

社、大町一丁目頭の櫻ヶ岡神社、荒町昆沙門天堂その他へも持参して神火に附する慣はしなるが別け

ても同夜は近年に無き晴夜にて風も無く道も好く婦人小児も参詣し易かりしかば市内各方面より転ば

ぬ要心に靴、草履などを穿ち人幡町指して急 ぐ人引きも切らず午後六時頃より土橋通以西は押すな押

すなの群集にて神殿と坂下なる大鳥居迄の間の如き上ると下ると全 く動きのつかぬ程其間を冴ゆる鈴

の音勇ましく三人、五人、十人と間々女人を交へし寒詣での組々白の鉢巻白装東弓張堤燈片手に上下

するより左狽1通行励行の警官は世話のやけること一通りならす十時頃ともなりて雑沓一層甚だしく午

前一時頃迄は只揉みつ揉まれつ御坂を上下し居たり御坂の雨側には市内主なる店舗の献燈あり神殿に

出づれは一般参詣者の外に寒詣で連の所謂お堂を三返回りて神酒の馳走あり堂門前向て右側には女剣

舞、怪動物、玉乗り及び鳴子涌谷其他洪水山崩れの見世物等ありて何れも見物人多く見受けらる又南
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方の廣場には七人間四方に注連紀を張り神官と警官消防夫にて万―を警め参詣者の持茶れる徹松を神

火に附し居りその嵩四五間四方に二間ほどの高さともなりて燃ゆる火炎に黒煙を上げ其の煙の中に高

く寒月の皓々として掛れるを見透されたり斯くして昨日午前二三時頃迄人の往復絶へず御坂の下より

人幡町全部の雨側土橋通角殊に木町通附近の菓子屋、芋屋、蕎麦屋、おもちゃ屋等を始め辻商人賣 ト

者、読貢等彼庭此庭に割居して相應に賞入りもありたるが如かりしも街路は多数参詣者の角め踏み堅

められ茨璃鏡面の如くになりしより紳士や歩行になれぬ婦人連を始め酔客などのお尻を打つも多かり

しは氣の毒に見受けられたり

◆資料124
明治四十五年 (1912)一月十四日「河北新報」(五 )

どんとさい どんとさい

0人幡神社松燒祭 仙重市人幡神社にては今十四日十五日年始例祭に兼ぬるに恒例の通り松燒祭を行
ひ軍人軍属各事業国体の参詣ある可 く暁かけて伊達伯爵御名代を始め近郷近在の参拝者頗る多かる可

き餘想にて境内は非常のものなる可しと尚興業物も敷箇所に開場する由なるが石工高橋嘉兵衛氏は花

筒石を以て二丈余の龍燈と名くる石燈を献納し頗る見事なり因に松〆紐等は毎年の通り無代慣燒却す

可しといふ

◆資料125
大正八年 (1919)一 月十五日「河北新報」

◇松飾り去る日

底氣味の好からぬまでに季節外れの温暖を呈し居たる数日来の天候も十三日夕刻よりの補々強かりし

北風に依然小寒最中らしき寒気と愛じ粉雪さへ降り積みて昨十四日の市内は門松の影の消え行くと共

に例年通りの松焚祭日和を現じた、早朝から市内の大路小路は幼兒の今日を晴れと着飾つたチヤセゴ

の
うムぎすがた

◇産衣姿 の美麗さに賑はつた、粉雪のチラホラと飛び交う間を友染模様を背に垂れて背負つた本尊
の幼兒より背負つた御営人の得意相な乳母婢女の初春らしい顔や何時見ても品の好い黒五ツ紋の産衣

に男子の誇りを示す顔の母御の姿等が彼方此方と往き交ふた、夕方からは例に依つて此の寒天も何の

そのと言つたやうな

◇寒詣姿 の凛々しさが勇ましい鈴の音と共に大崎人幡社を指し繰り込んで往く、人幡社境内はこれ
も恒例に依つて松焚の火煙が高く天を焦がし非常な雑踏を呈した、斯くて仙墓名物松焚祭の一夜も明

けて今日十五日は

◇暁詣の 人影に往来は未明からカラコロの凍路を踏む信女善男の下駄の音に賑ふことである

◆資料126
大正九年 (1920)一月十四日「河北新報」

松焚祭を最後に 仙蔓の松除き
仙菖の松の内は本日の人幡町大崎八幡社の松焚祭を以て打止めとなり門松輪飾 りは芽出度く巷の軒々

を撤回される大正九年の正月気分は古式な「銭持ち金持ち賓持ち」と巷に良家の子弟にまでも許容し

た門付けの啓も聞かず十四日間の行築はただ一宵大崎入幡境内の松焚のほのふと共に空高く遥々と消

いて行く例年の吉例酒造店各商鋪の店員の裸詣り松を手にした家々の男女は一年の願ひ事と無病の祈

りを松焚に托すべく人幡町は異常の賑ひを呈することであらう殊に今年は桃の花も咲きさうな暖かさ

だからかとかど宵からは大愛な人出であらうと思はれる
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◆資料127
大正十二年 (1923)一月十四日「河北新報」(二 )

松焚祭 市内大崎八幡神社
a松
焚祭は恒例により十四、五の雨日間執行されるが献膳火伏祈祷の祭

事伊達伯名代の参進ありと尚薄衣詣りは東洋醸造の百二十餘名を筆頭に多数の申し込みあつて異彩を

放つべく町内は各戸献燈及装飾し煙花を打揚ぐる等種々の催しが計豊されてゐる人幡町及人幡自警回

では万―に備ふべく徹宵警戒する由である

◆資料128
大二十二年 (1923)一月十五日「河北新報」(二 )

松の別れ 今晩の大崎入幡
大正十二年の年頭を壽く日もいよいよ今日一日を限りて行築は蓋きる人生を幾つかに劃つて一つ一つ

と世態を度量りして行く松飾や注連縄の芽出度気分も今日は一束に荒縄に引括られて社々の松焚の煙

と消えて行くこの名残の正月に農る土俗の偉説は松焚の火に暖を取れば本年一年の病難から免れるこ

とが出束るとやら信疑は兎に角本夜の松の別れは市内大崎人幡神社を筆頭に教築院丁のお大日様等の

各社は正月のお梯ひに門松を捨ぐもの日頃の信心と否とを問はず賽者踵を踏むの4~L踏を呈するのが仙

蔓市―行事としての偉既で就中この日を以て暁詣りと唱へ年重ねの日と定めている田舎の人々も大分

あるやうであるから本夜から明朝にかけての松焚祭は賞に元旦三ヶ日七草に次ぐ然も有終の美をなす

正月の別れである例に依って首夜は天の美禄の芳醇に水の幸と米の幸とを願ぐ各清酒醸造家杜氏連並

に各商店員の肉罷美に健康を誇る裸形の寒詣でが寒空に振鈴の音も高く白紙を堅く一文字に口に咬ん

で街々を練り遠く人幡社に詣ずるの壮観が勇ましくも眺められる筈で幸に夜は霧たりさだめて人幡社

前百幾階の石燈は押昼されるやうな混雑を呈すると思はれる

● i賓米斗129
大二十二年 (1923)一 月十五日「河北新報」 (三 )

どんとさ tヽ

名目は歳重ねの暁参りだが事賃は新宵詣りの松焚祭、空は震たり地は堅く凍て付 く草履道 厳冬寒國
の大路小路に先ずこれ程の人出をみる事はまアあるまい、年中の書入れを只この一日に集中した

大崎人幡 神社の境内は朝来隈なく粧を凝らし百燭の電燈を総門に輝かして如法暗夜に瞬く常夜燈
に代へ神殿には百匁三百匁の蝋燭幾百燈光明赫灼と燦き渡つて神厳端然と詣者に備へてゐる市内並に

近郊近在から芽出度き正月の供え者を捨いた連中は上り詰めた石蔭の左側杉立木の中を拓いた一平地

に午後六時半を期し姫火一仄の炎を投ずると同時にドンドンと

松飾 りを 投入れる見る見る火光は天を焦して空紅々と夕映の心地する頃から灯に誘はれた蛾の様
にイヤ出るわ出るわ、二重廻し長マントロ出し帽子角巻御高祖寒夜にめげぬ老若 幾千幾万正送りと
言ふ奴で員黒々に入幡社へ押しかける、人幡町道筋は爪も立たぬ大雑踏、折柄の

成金振り に自動車を駆つた放蕩者も梶棒で人を掻き分けやうとした花街の刺朔卜を乗せた人力車も
こうなつては動きが取れず「何だつてこんな庭へ曳込みやがるんデイ」と清疲玉が破裂して若い輩か

ら張り倒されたやうという雑踏が一人二人、三々伍々勇ましい寒詣りの裸が鈴を響かして通る午後 8

時半頃からは益々激しく社前の石段は全く□頭

相反錯し て一進一退の信41H氣を失つて罵り合つて居るのは何時もながら奇観である、かかる故に
神殿に喧しく耳を聾するばかりに鈴、鰐口を響かして一身一パの万榮を五銭十白銅まぢりに格安に願

ふ人々の賽銭は市の道路にスポンデボールを投げた様に前方の人々の頭と頭をバンドして何鹿へか飛

んで行く、神様も全くこうなると應接に追があるまい
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千手観音 などは全く考へたものだと思う、午後九時十時十一時はいやが上にも禰まさつて其間に
は例の壮観フジビール會社大集国の寒詣り菊池鳳山杜氏連の関取土俵入然とした骨格の注連に飾つた

裸形の偉躯等町々の歓美の中心となつて祭典に一異彩を放つて居た、績いて市内興行界仙墓座歌舞伎

座の俳優連活動痛真館関係者の一行が築隊の ドンチヤン囃しで賑かに

囲
で
菱e午
後十二時過ぎはお座敷明の藝妓連で又艶つぽい賑ひを見せて居る、斯 くして

十四日松焚祭は松焚の煙の空に絶えぬ十五日の暁かけて拍手と鱒口の音が断績して非常な盛況を見せ

て居た

◆資料130
昭和三年 (1927)一月十六日「河北新報」夕刊 (二 )

松焚祭も 寒詣りも 今年は至って 寂蓼だった
正月十四日深更から十五日の暁にかけて人出と門松送りに賑はふ仙墓行事の一なる営市人幡町大崎人

幡のどんど祭も諒間の初春とあってすべてが至って淋しく人出も例年の五分の一に足らなかったしめ

純や廣□旗などに美しく飾られる人幡町一帯の街路も今年は遠慮して何等特別な装飾を施さず興行物

の掛小屋から流れる築隊囃子の音も賑やかな境内も今年は猿芝居がタッターツかけられた けヾであっ

た名物の松焚きは持ち寄るべき門松年組がない烏いつものやうな炎々てんをこがし老杉の梢を照らす

といった4f観はなく古い神符やす ヽけた達磨の四つ五つを燃やした位のものであるそれでも暁詣での

人足絶えず市内各神社佛閣も相應に賑はったこの行事の附き物として名物の一つにかぞへられてゐる

白衣姿の寒詣りも例年通 りの大袈裟なものは見首らなかったが三人四人一国のそれは可なりあった

十四日深更から十五日午前四時ころまで大路小路に凍土を踏む甦音をた ずヽ自動車も頻 りに縦横に飛

んだ警察事故も少く泥酔検束者一名拾得遺失の届出各一作よりなかったかくてどんど祭の一夜はさび

しく明けた

◆資料131

昭和六年 (1931)一月十四日「河北新幸R」

ドント祭の警戒 市内電車は運転時間を延ばし バスも運韓匝間延長
仙墓警察署では十四日夜の ドント祭は昔からの大崎入幡社の外に櫻ケ岡大神宮、東照宮、釈迦堂にて

も同様執行し荒町の見沙門堂からも届出があるので十三日山本署長が幹都議の上火防班、交通班及び

風紀班を組織し取締まる事となったが、電車は十五日午前二時まで逼韓し、市街自動車含社延ばすは

従来北三呑丁新坂通り角まで運韓を許可してゐたが同匡域を全然安全地帝とし本年は大學病院前を西

進 して土橋通北三番丁丁字路まで運韓する事となり、一般自動車は新坂通佐久間伯邸脇から中島丁を

経て人幡社に出で婦途は北五十人町角角五郎丁を澱橋ヘー方通行することに制限した。

◆ 資料 132
昭和六年 (1931)一月十六日「河北新報」

織るような詣りの人波 天を焦がすβ火炎  々 昨夜市内の松焚祭
ゆふべは松焚祭だ、松の内お正月も一夜の名残り。昨日市内大崎人幡神社では社祠、神官一同潔齋朝

から神域をβめて宵をまった。雪空に人出の程を氣づかったものの官の頃から注連縄松を措いだ老幼

男女が凍てついた石段を押すな押すなと上り始める、七時、人時人の流れがいよいよ絡□と動く、身

動きが出束ない、列が前へ揺れる毎に社殿の鈴が神閑たる暗に行してお燈明の大ローソクが静かに揺

れる石段上の左の空地では一歳の嘉壽を祈り籠めた松が炎々と天にさかるβ火の中で山を築いてい

く。境内には見世物小屋が二つ……ジンタならで銅舞がヤケに肝高いいろんな食もの屋が詣路の雨側
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に所狭 く陣取って参詣踊 りのお客さんにノドを涸らす、踏みならされた雪は坦々砥をなして滑る、韓

ぶ韓ぶ。九髯が腰を折って、大學生が尻をつ く毎にヤンヤの喝采が大向ふの詣客から爆礎する。韓ん

だ営人は縁起韓びだとて笑ひながら立上る。

思ひ出したやうに雪が罪々として降り舞ふ、この中を岩久酒屋その他の耳兒達が裸詣り、酒宣俸

の堤燈も抜け目がない、この中を覺醒含所属の連坊小路青年国、婦人野外宣偉部、市電禁酒含、

石心含、仙蔓青年禁酒會、作興禁酒曾の青年會員紹勢六十餘名が青年悪風の基は酒と神前にブドー

渡をお神酒に献供し禁酒運動を祈願した。

神社前から土橋通りまでの人幡町道路の雨側はけふ一夜のにはか菓子屋と化けて鳩おこし、ネジリが

飛ぶ様に賣れる。十時、十一時夜心深くなるにつれて往くさ婦るさの人の群が大□のやうに織る□ロ       コ
□客を呑吐しきれない、打上げる花火は夜を通じて沖天に花を描く暁方かけて棒な花柳人の暁詣りで

ドント祭の幕が閉ぢて行った。

営夜は大崎人幡の外に市内では今年始めて西公園の櫻ケ岡神宮荒町の毘沙門天、釈迦堂の天神宮、

宮町東照宮、北三番丁の松尾神社でも松焚祭を碁行それぞれ一夜詣客に賑はった。

◆資料133
昭和七年 (1932)一月十四日「河北新報」(二 )

青葉神社でもどんと祭 裸詣りの申込みが非常に多い

近方の便宜をはかり青葉神社でも今年から境内において仙重名物である松焚祭を執行することゝなっ

たが、十四日宵から撤宵で古い神札や松飾りをお祓祝詞を白してβ火で燒き上げる、同時に水防鎮火

祭と満洲派遣軍の武逗長久祈願祭も行ふが裸参 りも既に伊澤酒造店其他から申込みあり、花火打揚、

奉納神柴等相営賑はふべく通町北鍛冶町其他五ヶ町では大いに意氣込んでゐる。

◆資料134

昭和十三年 (1938)一 月十五日「河北新報」

月明に映ゆ御神火 一入威勢よき裸詣 仙重名物どんと祭
お正月に名残

J階 しむ

懐しいお正月に最後の名残を惜しむ松焚祭は全國的に種々形態の異なった珍異風を見せてゐるがとり

わけ仙蔓のお囲自慢とんど祭のIEL観は恒例によって十四日の宵間迫るとゝもに豪華な幕をひらいた

臣割
い男の意氣を見てくれといはんばかりお稼蓼 り衆は南京一番槍そこのけの大元氣で高々と差し

上げた弓張堤灯を尖兵として沐浴齋戒した遥しい身機に〆縄を締めハイヨハイヨと一列縦隊で街々      ・

を練り歩き目標は一つ大崎人幡へ績々と押寄せる夜が更けるにつれて沿道筋となってゐる北三番丁、

十二軒丁、囲分町、三日町などは怒濤のような一般参詣人で埋め蓋されて了ふ、夜明けまでの人出無      .
慮四万と註せられ今春は輝 く戦捷に湧き上る民衆の感激を乗せて物凄いばかりに壮絶な情景を綴って

ゆくタクシー通路に指定された澱橋、瀧前丁、角五郎丁界隈は婉晩長蛇のやうな

睡劃 動車
の大群が光との障壁をつくる有様社前では肌をつんざく酷寒を衝いて若い衆がザンブザン

ブと勢ひよく水垢離をとる群像も炎々と夜空を焦がす焔の反射をうけて何かしら神々しいものを感じ

させる、淡い月明は亭々たる老杉の梢を透して美しい、拝殿の神鈴は皇軍の武逗長久に赤誠籠めて打

振る参詣者の勢ひでもぎ取られんばかりの騒ぎだ、「まとひ」や「捻りおこし」「名物甘酒」「戦勝飴」

等の賣出しも素晴らしい景気だ、戦捷の春にふさはしく参詣する娘たちにもめつきり日本髪が殖え到

るところ明るくほ 笑ゝましい日本趣味の決水だ大戦祝賀、景気回春、

隆凱 年万作
の渦巻く歓喜と昂奮が伊達藩獨得のどんと祭に捌け口を見出して火山口のやうに奔出し

たので、大崎人幡以外にも東照宮、青葉神社、松尾神社さてはなまめかしい小田原遊廓等々でも松焚
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祭がそれぞれ盛大にとり行はれたので、全市の夜空は終夜赤々と燃えさか り静かに暁を迎へたのであ

る

=痛員は炎々天を焦す御β火 (上)と寒水をザ ンブとかぶ り沐浴、裸詣 りする兄ィ達 (下)=

● 資料 135
昭和十四年 (1939)一月十五日「河北新報」

石段も揺ぐ人の群 徹宵β火に祈る 戦時色 昨夜の松焚祭
【仙蔓】興亜新春を多彩に飾るお國自慢松焚祭は十四日夜の大仙蔓を異常の克奮に包んだ、風が落ち

て静かな夜空に風冴えるころともなれば市内大崎入幡を始め東照宮、青葉神社、松尾榊社、亀岡八幡

などはお正月に名残を惜しむ無慮敷万の老幼男女に埋められ門松を焚く炎々と天を焦す御神火は長期

建設の幸多い凌足を約束するかの如くまたか拝者に銃後尖兵の決意を促すかに思はれた=痛員はβ火

を囲む人々 (上)裸詣り (中)婉婉参拝の人の群 =

聖戦第三年目の松焚祭だ、時局柄ではあるが、

武運 長久、戦捷の春の喜びをこめて北三呑丁から大崎人幡神社の門前まで例年の如 く屋重が並び
捻 りおこしがブラ下がつてゐる、花火も時折打ち上げられる、正午ころ八幡町小學校の全兒童が参拝

したのを始め書間は門松、注連組を燒いて正月を返上しつ 武ゝ運長久を祈る敬虔なる参拝者がlTHを接

してゐたが、暮れ方市内某店の吾兄連が凍てついた大地を裸で走ってくる頃になるともう興奮のるつ

ばだ、社務所前の空地で焚かれるお正月の名残は空地を取 り国んで天に答ゆる幾百年の老杉の梢より

も高く一晩中

燃え 績けてゐる、ところてんの様に押し出されて茶る群集の間を縫つて裸の若者達は神社前で寒
水を浴びて祈願する、群集の中に交って驚異の目を見張ってゐた在仙某外人達の目にこの日本的風景

は何と映じたか九時十時と更けるにつれて参拝者はいよいよ多く暁までその延人員四、五万といはれ

た、バスは大學病院以西は終夜運韓体止自動車の一方的進路である北二番丁、北五十人町、中島丁方

面は流行兒ダットサンも加へ「踵を接して」ヘッドライトの切れ目のない光とを作 りながら驀進して

ゐる、中に日本髪の花柳界の花形がおさまってゐるのも

例年 通 りの光景であった

◆資料136
昭和十五年 (1940)一月十五日「河北新報」

お國自慢の松焚祭 裸詣も銃後の意氣で
〔仙蔓】紀元二千六百年の新春を飾るお囲自慢の松焚祭は十四日夜から暁にかけて仙重市内各神社一

齊に執行した、折柄の降雪で員白に清められた参道を参詣人で埋め、大崎人幡神社は無慮敷万の人出、

天を焦がす松飾りをやく御神火を国んで賑やかに “政愛、後縫内閣"と 時局の流れが反映してゐる、

二千六百年はこれで行かうとばかり商店キネマ、個人等零下五度の酷寒を物ともせず、水垢離をとつ

ての裸詣に意氣を示せば、子供や夫の武逗長久を祈る婦人の裸詣りも少くない、なほ仙墓放送局では

水垢離とる賞況を録音にをさめ、束仙中の小説家平山置江氏は十年末構想を練ってゐた二千六百年を

記念すべき現代日本小説の完成を祈願すべく五十九歳長崎生れの雪知らずの老躯で裸詣りをするなど

燃え上る浄火と共に参詣者も後から後からと今朝までつ いゞた、この日仙蔓市電、バス等は逗韓時間

を延長して参詣人の便を固り、仙墓署、北三、人幡町青年国、戸主含、警防園員が出動交通整理に奔

走沿道の各商店は営業時間を延長して名物 “おこし"販貢戦を演じた (痛員は裸詣)
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◆資料137

昭和十六年 (1941)平山直江「天賞裸参り絵巻」

昭和十五年一月十四日

奇縁ありてわか天江富弥氏にさそはれ仙台に松焚祭を見る

天江家の実家丸屋勘兵衛ハ青葉城下に名高き旧家の酒造家なり

嘉例としてこの夜大崎八幡へ裸参 りする行事あり

有縁の衆として且ある心願の仔細あり

おのれもまた裸参 りの一行に加はる

夜八時お蔵の前に勢揃ひをして

一行三十余人高提灯を先登に

お蔵のまはりを三度まはりて

のっしのっしと大またに力あしをふみしめつつ

約三四丁はなれし大崎人幡へまゐり

御社殿の雪をふみつつここも亦

三度まはりてお神酒を頂き

社殿のどんどの火焔中に

ごぼうじめを投げて

おまゐりは終る也

その日を思い出を偲びつつ 辛巳画
平山芦江

かしわ手三度打ちて水を三杯あびる

白木綿の行衣に大きな牛芽じめを腰にまき

向鉢まきをしめ口に力紙をくはへる

片手に振鈴

片手に提灯

辛巳正月再び大崎八幡に賽す

このとし丸屋は新築なりて裸参 りの行事亦賑やか也

辰どしは寒さ殊の外強く根雪悉く凍 りて

肌をつんざく寒風烈しかりしが

巳どしは我が故郷長崎の冬とおなじほどの温かさなり

夜九時頃おまゐり終 りて夜あかしの酒宴あり

かくし藝いろいろ

語々たる和氣の中に行事を終わる

昭和辛巳

早春
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平山芦江

先登は高はり提灯

ご主人名代文弥君

杜氏の親方

十九歳の青年 この人威勢甚だよく道々闊歩せり
御神酒

おさかな

おそなえ

武逼長久

◆資料138
昭和十九年 (1944)一月十五日「河北新報」(三 )

決勝祈る裸詣り 仙墓の松焚祭の賑ひ
仙重恒例の行事松焚祭は今年も十四日夜大崎八幡に相も愛らぬ賑ゃかさでくりひろげられた

新春の夕空はくつきりと晴れ渡り北斗の光とも決勝を約束された新しい年を祝福するやうにまた ゝ

いてゐる

市電は七蔓を増稜、終電を一時間延長して十二時まで運韓、次々と吐き出されるごった返しの人 。人

人の群も恒例の郷土藝術のなつかしさをたゞよはせてゐる、拝殿の大鈴、小鈴は戦捷の春の喜びを謳っ

てひっきりなしに鳴り通してゐる

鈴の音、拍手、拝殿の前に目白押しの群れの面をなで 賽ゝ銭が流星の様に飛んで快よいひゞきを投げ

る、やがて裸詣りの屈強の若者達が善男善女の群をかきわけながら参道を進んで茶る揃ひのさらしの

肌着一枚夜目にも白く清浄に進む中には上半身素裸の青年の姿も多い

「こんな元気のよい裸詣りって今年あ始めてだ」

素裸の退しい背を見送って、そちこちに驚きのさ やゝきがもれる、境内に積まれた正月飾りは、今年

は防空上から松焚は中止、例年なら神域の夜空をこがした大松焚祭はこの宵はみられず夜の明けはな

れるのを待って行はれた 【痛員】松焚祭

◆資料139

昭和二十二年 (1948)一月十五日「河北新報」(二 )
どんと祭・雨でお流れ

仙台名物大崎八幡宮どんと祭 (松焚祭)は折からの寒の雨でお流れとなった、この日市電では増発逼
転を行つたがかんじんの参詣人はちらりほらり “□まらぬお祭 りに火はつけられません"と神主さん
はどてら姿で語つた、十五日夜は□□□でもやるそうだが折から仙墓一帝は停電、時折参詣人の振る

鈴の□がさびしくひびいて裸詣りも荒町から来たという婦人がただ一人、天をこがすばかりの火にい

ろどられた例年と打つて変つた黒一色のどんと祭だつた

◆資料 140

昭和二十四年 (1949)一 月十五日「河北新報」 (二 )

浄火に集う敷万 どんと祭裸詣り返咲く
十四日夜は仙台名物のどんと祭 大崎八幡神社の神主さんがこんな暖かいどんと祭は二十五年ぶりで
すというように寒中とは思われない暖かさに午後六時過ぎころから子供づれの人出が目立つて多く最
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盛の九時ころは実に数万に達し臨時増発の市電、市バスはいずれも鈴なりの満員、参道には昔なつか

しい一本百円のねじりこしやきリアメも復活するし繊維事情のきゆうくつさから途絶えていたという

名物裸参 りも市内酒造店一国体の若い衆達がそろいの員新しい白パンツで元気よく参加あかあかと燃

える浄火に一段と景気を添えたが人こみをねらつた教組の正月選挙舌戦は境内ご法度とあつて`鳥居の

外にしめ出され電車道路にトラツクを並べて道行く人に声をからして呼びかけていた

【写真】にぎわう「どんと祭」

◆資料141

昭和二十七年一月十五日「河北新報」夕刊 (二 )
｀
餅花街に香る、松飾りさようなら

「もち花」正月の飾物、みず木の枝にもちの小玉をさまざまの色につけて神前に供え五穀豊穣を祈る(歳

時記)

きょう十四日はもち花が松飾りにかわって家ごとに飾られられる、農家では大古よりの行事そのまゝ

天丼をおゝうほど大きいもち花の下で一そろつて新しい年の農作を祈る、仙台市内の各商店でもこの

日門松を大崎人幡神社に納め、もち花を飾つて一家安泰、商売繁盛を祈願するのだ

(写真)も ち花売り、

◆資料142

昭和三十年一月十二日「河北新報」夕刊

ほんのり春の気配 街を流すモチ花売り
○…仙台市内にモチ花売の姿がみられる、あすは “正月の十四日"戸ごとに松飾をおろし、ほこり

をはらってモチ花を飾る日である。

○…紅白のモチをちりばめた枝の束をかかえて街を流す彼女たちの背に、冬の日射しがやわらかく

ほおえみかけ、何となく春の訪れを告げているようなのどかな風情 かって、かの西鶴が「天丼にさ
したるモチ花に春の心して……」

と草したのも、なにかしらうなずける感じだ

○…徳川時代のむかし養蚕の成功を祈ってマユダマを飾ったのがいつしかこういうならわしに変っ

たのだそうだが、仙台ではこの日松飾をたく大崎入幡の名物どんと祭のにぎわいにおされて、かれん

なモチ花を愛する人々が年々減っている。

I写真】街を流すモチ花売り (仙台市長町で)

◆資料143
昭和三十年一月十五日「河北新報」(七 )

燃えるお正月 仙台名物大崎八幡どんと祭
○…お正月の神様が炎にのって天に帰るという仙台名物大崎入幡神社のどんと祭が十四日夜行われ

た、門松廃止 ?の年というのにどこから集まるのか戦後量大の十五万の人出を記録したのは皮肉、午

後六時古式さながら火打石で火をともして浄火がエンエンと境内の天をこがせば絶えることない人の

列 もまたエンエン

○…名物裸まいりもこの日二・六度 (午後八時)と いうどんと祭にはめずらしい暖かさにすこぶる

威勢よく、白装束に鈴の音もリンリンと酒造店はじめ二十組以上が参加、参詣人の目をみはらせた。

○…車庫を空にして動員した市電、市バスは先後七時過ぎころからすべて超満員、ヘッドライトの

流れがさなら東京の目抜通りをしのぐばかりで名物ねじりあめなど軒をつらねる露店、売店、このあ
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たりにかき入れのどんと祭景気をみせた

【写真】天をこがすどんと祭
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大崎八幡宮の松焚祭 (どんと祭)図・写真

図1「仙台年中行事絵き」 (常盤雄五郎編)部分
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6.al神前へのあ供え駒

御神前へのお供え物 (蹴備品)は
こ方におのせしてお供え下さtヽ。

は音、適4氏がけ巌翫憲つため神語に来

∞ 社の参毎方法〉

恒例の大崎八幡富 “どんと祭"が
近づいてまいりました。

当店では、新年の無病息災・家内安全・

商売繁騒などを願って参拝される方め
ために、「裸まいり用晶一式」を取り
揃えております。
どうぞお早目にご注文下さいますよう
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表
1 
東
北
の
裸
参
り
装
東
採
り
物
一
覧

No
名

称
物
  
所

日
 
時

装
束

採
り

物

備
考

県
市
丁
田
了
小
寸

場
  
所

鉢
巻
晒
半
機
腹
巻
き
下
帝
類
ケ
ン
ダ
イ
注
連
縄
足
袋
軍
戦
口
紙
御
幣
職
松
明
ハ
サ
ミ
鈴
鉦
提
灯
角
灯

1
舞
戸
正
人
幡
宮
裸
参
り
青
森
西
津
軽
郡
鯵
ケ
沢
町
舞
戸
正
八
幡
宮
新
暦
12
月
31
日

2
常
盤
の
裸
参
り
青
森
南
津
軽
郡
常
盤
村
常
盤
八
幡
宮
新
暦
1月
1日
○

◎
○

3
鬼
沢
の
裸
参
り
青
森
弘
前
市
鬼
沢
鬼
神
社
(き
じ
ん
じ
ゃ
)
旧
暦
1月
1日
○

◎
○

4
岩
崎
の
裸
参
り
青
森
西
津
軽
郡
岩
崎
村
武
甍
盤
神
社
(た
け
み
か
づ
ち
じ
ん
じ
ゃ

弁
天
官
(宗
僚
榊
社
)

新
暦
12
月
30
日
○

○
△

○

5
サ
 
イ
  
ト
 
ギ
岩
手

一 戸
市
似
鳥
八
幡
宮
旧
暦
1月
6日
○

○
□
○

○
○
○
○

6
裸

参
り
岩
手

戸
市
呑
香
稲
荷
神
社

(と
ん
こ
う
い
な
り
じ
ん
じ
ゃ
新
暦
1月
2日
○

○
○

○
○
○

7
平
笠
裸
参
り
岩
手
岩
手
郡
西
根
町
平
笠
言
田
神
社
。 人
坂
神
社
旧
暦
1月
8日
○

○
◎
○
○
○

○
○

上
半
身
に
白
い
ll
着
 
ケ
ン
ダ
イ
は
長
く
も
と
は
マ
ダ
の
木
の
皮
を
使
用
 
日
紙
は
独
杵
な
折
紙
に
す
る
e

8
教
浄
寺
探
参
,(
お
あ
み
だ
さ
ん
)
岩
手
盛
岡
市
北
山
教
  
浄
  
寺
新
暦
1月
14
日
○

○
○
○
○

○
○

○
○

も
と
は
旧
暦
12
月
14
日
に
実
施
。
注
連
縄
を
肩
に
斜
め
に
背
負
う

9
桜
山
神
社
年
越
祭
・
裸
参
り
岩
手
盛
岡
市
内
丸
践
山
神
社
新
暦
1月
26
日
○

○
○
○
○

○
○

○
○

注
連
縄
を
肩
に
斜
め
に
背
負
う
。

基
岡
八
幡
宮
年
越
祭
・
探
参
り
岩
手
盛
岡
市
人
幡
町
盛
岡
人
幡
宮
新
暦
1月
15
日
○

○
○
O
○

○
○

○
O

注
連
縄
を
肩
に
斜
め
に
背
負
う
。 古
く
は
女
性
の
裸
参
り
は
白
い
単
衣
姿
だ
と
い
う

雫
石
の
裸
参
り
岩
手
岩
手
郡
雫
石
町
三
社
座
神
社
・
永
昌
寺
新
暦
1月
第
3日
曜
日
○

○
○
○
◎

○
○

○
○
○

も
と
は
12
月
14
日
に
実
施
。注
連
縄
を
肩
に
斜
め
に
背
負
い
、 太
い
注
連
縄
を
腰
に
巻
く

土
深
井
裸
参
り
秋
田
鹿
角
市
土
深
井

僣 日
新 曜
の 日

お 第
年 月

○
△

○
○
○
○

○
も
と
は
1年
お
き
の
旧
暦
2月
19
日
に
実
施
。

志
和
八
幡
宮
裸
参
り
岩
手
紫
波
郡
紫
波
町
志
和
志
和
人
幡
宮
新
暦
1月
5日
○
○
○

△
◎

○
○

○
○

晒
半
纏
は
昭
和
前
期
に
着
ら
れ
た
。

光
勝
寺
五
大
尊
蘇
民
禁
岩
手
紫
波
郡
石
鳥
谷
町
五
大
堂
・
光
勝
寺
旧
暦
1月
6日
○

○
○

○
○
○
○

○
前
夜
祭
の
探
参
り
析
願
祭
で
の
装
束
。日
紙
は
光
勝
寺
境
内
一
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
ま
で
は
含
ま
な
い
。

胡
四
工
神
社
蘇
民
祭
岩
手
花
巻
市
矢
沢
胡
四
王
神
社
新
暦
1月
2日
○

○
○

◎
○
○
○

○

小
友
裸
参
り
岩
手
遠
野
市
小
友
巖
龍
神
社
旧
暦
1月
28
日
○

○
Э
匡

◎
○
○

○

毛
越
寺
二
十
夜
祭
岩
手
西
磐
井
郡
平
泉
町
毛
越
寺
常
行
堂
新
暦
1月
20
日
●

○
●

◎
お
上
り
行
列
で
の
厄
男
の
装
束
O足
袋
は
地
下
足
袋
を
履
く
。 松
明
は
大
松
明
を
腰
で
支
え
る
。

黒
石
寺
蘇
民
祭
岩
手
水
沢
市
黒
石
黒
  
石
  
寺
十日
暦
1月
78
日

□
●
○

●
○
蘇
民
祭
で
の
新
願
祭
(l
l参
り
,夏
参
,と
もい
う )
で
の
装
束
Oハ
サ
ミの
原
形
と
も思
わ
れ
る
オ
ハ
ン ナ
イ
リ
を 持
つ

大
原
水
か
け
祭
り
岩
手
東
磐
井
郡
大
東
町
大
原
大
原
商
店
街
新
暦
2月
H日
○

○
△

○
○

も
と
は
1日
暦
1月
18
日
|こ
実
施
。
半
股
,I
を
履
く

新
山
神
社
裸
参
り
秋
田
本
庄
市
石
脇
新
山
神
社
新
暦
1月
16
日
○

◎
○

○
○

白
鉢
巻
に
蝋
燭
を
差
し
、
白
い
ネ
ル
を
腹
に
巻
く
。

三
井
山
裸
参
り
'夏
参
り
秋
田
平
鹿
郡
離
物
川
町
二
丼
湯
殿
山
神
社
新
暦
1月
7日

□
○

素
足
。
女
性
の
裸
参
り
は
夏
参
り
と
呼
ば
れ
、
白
い
単
衣
を
着
る
。

水
神
社
初
丑
祭
り
秋
田
湯
沢
市
岩
崎
k神
社
(八
幡
神
社
境
内
)
旧
暦
11
月
初
と
の
日
○

□
○
○

仰
崎
神
社
暁
参
り
'一
点
参
り
宮
城
気
仙
沼
市
唐
桑
町
日
高
見
神
社
十日
暦
1月
14
日

か
つ
て
浴
衣
一
枚
で
参
詣
す
る
者
が
あ
り
、一
点
参
り
と
呼
ん
だ

lJ
「
沢
焼
け
人
幡
宮
城
加
美
郡
加
美
町
柳
沢
人
 
幡
 
和
 
社
新
暦
1月
14
日

○
○

●

(崎
人
幡
眺
参
り
,な
焚
祭
,ど
ん
と
無
宮
城
仙
台
市
青
菜
区
八
幡
町
大
崎
人
幡
宮
新
暦
1月
14
日
○
○
○

△
③
C
○
○
○

○
○

か
つ
て
女
性
は
白
い
単
女
の
長
着
を
着
た
0現
在
女
性
は
白
い
四
半
纏
を
着
る
c草
地
に
か
わ
っ
て
草
履
を
履
(を
も
あ
る
0

‖
日
積
神
社
暁
参
り
,ど
ん
と
宮
城
刈
田
郡
蔵
王
町
宮
(1
田
嶺
神
社
新
暦
1月
14
日

愛
宕
神
社
裸
参
拝
山
形
尾
花
沢
市
廷
沢
愛
 
宕
 
神
 
社
新
暦
1月
15
日
○

○
○

○
○
○

○

人
幡
神
社
や
や
祭
り
山
形
束
日
川
郡
余
目
町
千
打
原
人
幡
神
社
新
暦
1月
15
日
○

○
○

○

浪
江
水
か
け
祭
り
福
島
双
葉
郡
浪
江
町
権
現
堂
浪
 
江
 
神
 
社
1日
暦
1月
8日
○
○

△
○

男
女
と
も
晒
半
纏
を
着
る
。

七
日
堂
裸
参
り
嘱
島
河
沼
郡
柳
津
町
福
満
虚
空
蔵
尊
円
蔵
新
暦
1月
7日
○

□
素
足
。
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大崎人幡宮の松焚祭 (どんと祭)図・写真
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大崎入幡宮の松焚祭 (どんと祭)図・写真

【参考写真】

I.大崎八幡宮のどんと祭の現在

_―r(差.驚Hi _

■写真 I-1 国宝大崎八幡宮
―平成17年撮影―

■写真 I-2 松焚祭・拝殿前の賑わいと神前にてお祓いを受ける裸参りの一行
―平成17年 1月 14日撮影―



大崎人幡宮の松焚祭 (どんと祭)図 ・写真

■写真 I-3松飾りが持ち寄られる松焼き場
―平成19年 1月 8日 撮影―

■写真 I-6松焚祭・正月を送るどんとの火
―平成18年 1月 14日撮影―

■写真 I-8露店の建ち並ぶ参道
―平成17年 1月 14日 撮影―

■写真 I-4点火式 。忌火を松明に移す
一平成18年 1月 14日撮影―

■写真 I-7人混みの中の御神火
―昭和中頃 :畠山進一氏所蔵―

■写真 I-9深夜の松焼き場
―平成 18年 1月 14日 撮影―

》ヘイで=

■写真 I-5点火式・勢いよく燃え上がる炎
一平成18年 1月 14日撮影―
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大崎人幡宮の松焚祭 (どんと祭)図・写真

Ⅱ.大崎八幡宮への裸参り

■写真Ⅱ-1(1)天 賞酒造の裸参り
八幡町の街路の中央を歩み参詣に向かう一行

―平成 16年 1月 14日 撮影―

■写真Ⅱ-1(3)天賞酒造の裸参り
人々に見まもられ参道を歩む

―昭和中頃 :畠山進―氏所蔵―

■写真Ⅱ-1(2)天 賞酒造の裸参り
鳥居をくぐり大崎八幡宮にさしかかる一行

―平成16年 1月 14日 撮影―

■写真Ⅱ-1(4)天 賞酒造の裸参り
拝殿にて神職の祓いを受ける

一昭和中頃 :畠 山進―氏所蔵―
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■写真Ⅱ-1(5)天 賞酒造の裸参り
昭和 15年頃の参詣の様子

―「天賞裸参り絵巻」平山直江筆 :天江文夫氏蔵―
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大崎人幡宮の松焚祭 (どんと祭)図・写真

■写真Ⅱ-2企業団体の裸参り。」R東日本仙台支社
―平成19年 1月 14日 撮影 :JR東 日本仙台支社提供―

■写真Ⅱ-4個人家族の裸参り
―昭和52年頃撮影 :岩松卓也氏提供―

■写真Ⅱ-6御神火の同りを三度巡る
一平成17年 1月 14日 撮影―

■写真Ⅱ-3企業団体の裸参り・仙台市立病院
―平成19年 1月 14日 撮影 :仙台市立病院提供―

■写真Ⅱ-5人波を分けて拝殿へ向かう
裸参リー行

―昭和中頃 :畠 山進―氏所蔵―
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大崎人幡宮の松焚祭 (どんと祭)図・写真

Ⅲ.大崎八幡宮の歴史

■写真Ⅲ-2 大崎八幡神社・大崎市岩出山
一平成17年7月 撮影―

■写真Ⅲ-1 大崎八幡神社 。大崎市田尻
―平成17年7月 撮影―

■写真Ⅲ-3 成島八幡神社・山形県米沢市
―平成 18年 5月 撮影―

Ⅳ.仙台地方の正月送り行事

■写真Ⅳ-3 若林区荒浜
屋敷神近くの樹木に納められた正月飾り

―平成19年 1月撮影―

■写真Ⅳ-1 青葉区八幡町 。大崎八幡宮のどんと祭
―昭和中頃 :畠 山進―氏所蔵―

■写真Ⅳ-2 青葉区大倉・小倉神社のオサイ ト
ー平成刊8年 1月 15日撮影―

■写真Ⅳ-4 青葉区大倉
オサイトを焼く早坂家裏山のウチガミ様

―平成 18年 1月 15日撮影―
■写真Ⅳ-5 青葉区大倉
石田家のワラ火

―平成 18年 1月 15日撮影―



大崎人幡官の松焚祭 (どんと祭)図・写真

V.ど んと祭のひろがりと変容

■写真V-1(1)青 葉区宮町・東照宮のどんと祭
燃えさかる御ネ申火

―平成刊8年 1月 14日撮影一

■写真V-2(1)青葉区。大日堂 (柳町)のどんと祭
正月飾りを持ち寄る人々

―平成18年 1月 14日 撮影―

■写真V-3(1)若林区木ノ下・陸奥国分寺のどんと祭
正月飾りに護摩の火が移される

■写真V-1(2)青 葉区宮町 。東照宮のどんと祭
どんと祭期間における東照宮の賑わい

一平成18年 1月 14日 撮影―

■写真V-2(2)青 葉区 。大日堂 (田町)のどんと祭
堂内で行われる祈祷の様子

―平成18年 1月 14日撮影―

■写真V-3(2)若林区木ノ下・陸奥国分寺のどんと昇
松焚きの火を回る裸参切の一行

R

|1韓整



■写真V-4 若林区南鍛治町。三宝荒神社のどんと祭
―平成18年 1月 14日 撮影―

■写真V-6 青葉区・大日堂 (田町)の どんと祭
一平成18年 1月 14日撮影―

■写真V-8 泉区古内・賀茂神社のどんと祭
―平成18年 1月 14日 撮影―

大崎人幡宮の松焚祭 (どんと祭)図・写真

■写真V-5 若林区五十人町。伊達八幡社のどんと祭
―平成18年 1月 14日撮影―

■写真V-7 太白区向山・大満寺のどんと祭
―平成18年 1月 14日撮影―

■写真V-9 泉区高森・泉パークタウンのどんと祭
―平成 18年 1月 14日 撮影―



大崎入幡宮の松焚祭 (どんと祭)図・写真

Ⅵ.岩手県南部地方の裸参り

■写真Ⅵ-1(1)二 戸市・似鳥八幡宮の裸参り
社殿に参詣する裸参りの祈願者

―平成18年2月 3日 撮影―

■写真Ⅵ-2(1)紫 波町・志和八幡宮の裸参
ジグザグに歩 く裸参りの行列

―平成 18年 1月 5日 撮影―

■写真Ⅵ-3(1)雫 石町・三社座神社の裸参
ハサミを持つ祈願者

―平成16年 1月 18日 撮影―

■写真Ⅵ-4 盛岡市・盛岡八幡宮の裸参り
―平成16年 1月 15日 撮影一

■写真Ⅵ―刊 (2)二戸市・似鳥八幡宮の裸参り
祈願者の舞い上げた火の粉を見てその年を占う

一平成18年2月 3日 撮影―

■写真Ⅵ-2(2)紫 波町・志和八幡宮の裸参り
祈願者の古い集合写真

―昭和10年代以前 :門前克子氏所蔵―

■写真Ⅵ-3(2)雫石町・三社座神社の裸参り
町中を歩き永昌寺に向かう祈願者の列

―平成16年 1月 18日撮影―

■写真Ⅵ-5 違野市小友 。巌龍神社の裸参り
―平成 16年2月 28日 撮影―
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Ⅶ.裸参りの拡散

■写真Ⅶ-3 泉区古内・賀茂神社
栗駒建業の裸参り

―平成18年 1月 14日撮影

■写真Ⅶ-4(1)大 和町吉岡・吉岡八幡神社
早坂酒造店の裸参り

―昭和40年代中頃 :早坂秀子氏 本田完治氏所蔵―

■写真Ⅶ-1 青葉区八幡町・ホズミ
ショーウィンドウの裸参り衣装

一平成 16年 1月 14日 撮影―

■写真Ⅶ-2(1)青 葉区上杉・勝山酒造
青葉神社への裸参り

―平成16年 1周 14日 撮影―

■写真Ⅶ-2(2)青 葉区上杉・勝山酒造
―裸参りの衣装

―平成16年 1月 14日撮影―

■写真Ⅷ-4(2)大 和町吉岡・吉岡八幡神社
陸上自衛隊大和駐屯地隊員による裸参り

一平成19年 1月 14日撮影―
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Ⅷ.時代にみるどんと祭と人々

■写真Ⅷ-1 青葉区 。一番町四丁目商店街振興組合
正月を彩った赤鳥居を大崎八幡宮のどんと禁に奉納する

一昭和32年頃撮影 :一番町四丁目商店振興組合提供―

Ⅸ.ど んと祭の現在から見えるもの

■写真DC-1 泉区高森 。泉パークタウン
地域のコミュニティーによるどんと祭

―平成 18年 1月 14日 撮影―

■写真Ⅸ-2 青葉区宮町 。東照宮
環境に配慮 し徹底される正月飾りの素材の分別

―平成18年 1月 14日撮影一

■写真-2 青葉区八幡町 。大崎八幡宮
参道で駄菓子を売る露店に飾られた鳩パンと干支の犬パン

ー平成18年 1月 14日撮影―

■写真Ⅸ-3 増加する女性の裸参り
―平成18年 1月 14日撮影一

■写真Ⅸ-4 伝統裸参り
―平成16年 1月 ¬4日 撮影―

■写真Ⅸ-5企業や団体の裸参り
―平成 18年 1月 14日 撮影―

阿
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